
提案30 価値ある日本の水

１．提案の概要

超上水道の整備・・・おいしい水道水
家庭でいつでもミネラルウォーターが飲める

中水道の整備・・・・・水の再利用が一般的な社会の実現
河川の取水量を減少することができる

河川の水量増加

処理水によるせせらぎ整備・・・うるおいのある街
都心で水に親しめる癒しの空間

水の豊かな日本
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２．提案の背景

・家庭の水の４４％が再利用水で対応可能

洗濯２０％＋トイレ２４％＝４４％

・水道水はそのまま飲用されていない。（超上水道化が必要）

個人負担が無いと
仮定すると全体の
約７０％の国民が
雑用水や雨水の家
庭への導入の意志
がある。

再利用水の家庭への導入意志調査

内閣府「水に関する世論調査」（平成１３年度）



３．提案の効果

家庭でおいしい水が飲める

中水道の整備により年間約６０億m3の水源への負荷削減

日本全国の生活用水使用量は、年間144億ｍ3※であり、すべての洗濯・トイレに再生
水を使うと
144億ｍ3 ×４４%=６３．３６億ｍ3 ※国土交通省水資源部調べ（Ｈ１２）

河川水量増加・水質向上により豊かな生態系

余剰水の輸出も可能

せせらぎの整備により都心で水に親しむことが可能

４．実現のためのシナリオ

・中水道の整備（個人に負担をかけない）

・水質（味・におい・安心）を落とさない超上水道ラインの整備

・せせらぎの整備


